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ワクチン供給不足、再分配意向調査について 

昨夜行われました仙台市との話し合いで、新型コロナウイルスワクチンの 2 月前半の供給が大幅に

不足することがわかりました。 

宮城県から仙台市への供給ワクチンは最終的に今週 18 日になって示されたとのことですが、2 月

前半に仙台市が個別接種用に供給できるワクチンはファイザー社製が1,560V（1V=6回分として、9,360

回分）、武田/モデルナ社製が 3,587V（１V=15 回分として、53,805 回分）、両社合わせても 63,165 回

分です。これに対して先日行われました個別医療機関へのアンケートでは、合計 121,725 回分の接種

がご希望され、両ワクチンを併せてもご希望されているワクチン量には全く不足する状態です（個別

接種以外に老人保健施設や在宅などの巡回接種は少人数バイアルのファイザー社製のものの使用が

必要と思われますので、その数は除いた計算です）。 

アンケートにご回答をいただいた 500 以上の医療機関のうち 30%以下の医療機関が武田/モデルナ

社製による代替を可とされておりますが、70%以上の医療機関はファイザー社製の単独使用をご希望

されている状況でした。仮にこのままご希望施設にファイザー社製ワクチンを分配しますと 1 施設当

たり週１V しか移送できない計算になります。従って、現状で個別接種を維持するためには、各医療

機関でモデルナ社製ワクチンの接種を積極的にご検討いただくことが避けられない状況です（少なく

とも 2 月後半はモデルナ社製ワクチンしか移送できない見込みです）。 

この状況を受けて、ファイザー社製ワクチンのみご希望された医療機関でも、今回（2 月前半分）

としてモデルナ社製ワクチン使用をご検討いただけるか、改めて仙台市よりアンケートをお送りする

ことになりました。移送までの期間のない中、本日送付、明日中にご回答いただき、来週早々には移

送決定通知を送らせていただくという大変急なスケジュールとなります。急な通知で、大変ご迷惑を

おかけすることになり申し訳ございませんが、何卒ご検討ご回答いただきたくお願いいたします。た

だしモデルナ社製ワクチンもご希望数の全数はお届けできない見込みです。 

2 月以降の追加接種用ワクチンとして当分の間、モデルナ社製が主になることは、市民の方へも重

ねて周知される予定です。尚、ヨドバシカメラ仙台ビル４F の大規模接種はモデルナ社製ワクチン使

用、週末の集団接種は TKP 会場のみファイザー社製ワクチン使用、その他、市民センターをはじめと

する 21 施設はモデルナ社製ワクチン使用となります。現状、宮城県が直接ワクチンを供給している

大規模接種で接種枠を広げており、早期接種をご希望される市民の方を多く受け入れられているよう

です。 

現状保有いただいているワクチンの有効利用をご検討いただきつつ、少しでも多くの市民の方にワ

クチン接種がすすめられるようご協力をお願いいたします。 

尚、モデルナ社製ワクチンの使用方法などについては、仙台市よりお配りされている「医療機関向

けマニュアル第 1.6 版」にありますのでご確認ください。     （CVPT、福壽岳雄） 

 

ニュース部、ワクチン担当チームより （担当 福壽岳雄） 

 急なお知らせで大変ご迷惑をおかけし、申し訳ございません。しかし、感染症が急激に拡大する中、少

しでも早くワクチン接種をすすめることは急務であり、医師会一丸となって市民の命と健康を守るため、

今できることをしたいと思います。ご協力を重ねてお願いいたします。 

 

仙台市医師会へのご意見・ご質問等は FAX、メールでお願いいたします。 

 FAX：022-267-5193 メール：sen-ishi@sendai.miyagi.med.or.jp 


